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次号
特集

新型コロナウイルス対応の最前線で奮闘されてい
る医療従事者，関係者のみなさまに心からの敬意
を表します。社会全体が遭遇しているこの経験
は，さまざまな局面で変化をもたらし，新しいや
り方を導入するきっかけになっていくことは間違
いなさそうです。準備が進んでいた第 12 回，第
13 回 JHN セミナーにつきましては，プランは持
ち越しとしつつ当面の延期が決定されました。と
もに本誌特集とも連動したテーマであったことも
あり，大変残念ではありますが，新しいあり方に
向けての模索も始まっています。大量・高速の情
報が行き交うなかで，書籍や雑誌が担うコミュニ
ケーションを考えることもますます重みのあるテ
ーマになります。さて新刊，「プロの対話から学
ぶ感染症」は，言葉として空間に出たものを，し
っかりと感触を確かめながら味わうことのできる
本です。下準備も含めた，リアルなディスカッシ
ョンを読むぜいたくを，ひときわ強く感じます。
書評ページ，そして動画リンクもぜひどうぞ。
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2020年第2号（Vol.8 No.2）（6月発行）

 Part 1　総論
 1． 胸部単純写真の読影手順
 2． 胸部CTの画像解剖
 3． 胸部CTの読影手順
 4． 胸部の撮影プロトコル

Part 2　胸部疾患
 5． 肺の感染症
 6． びまん性肺疾患　間質性肺炎
 7． びまん性肺疾患　その他
 8． 肺の良性腫瘍／悪性腫瘍
 9． 縦隔と胸膜の腫瘍

Part 3　循環器疾患
 10． 虚血性心疾患
 11． 心筋疾患
 12． 先天異常
 13． 大動脈瘤と大動脈解離
 14． 肺動脈塞栓と深部静脈血栓

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

我々が臨床診断を考えるとき，「最初に画像をもとに考える」ことはあ
まりせず，病歴情報や身体診察の結果から，まず鑑別を挙げ，血液検
査や画像を補助的な意味合いで用いることが多くなります。
「40歳代の女性。ここ1か月の間に数回の肺炎にて入院の既往あり。
再度，呼吸困難と発熱，湿性咳嗽にて入院。臨床症状と診察，さらに
通常の血液検査などからは第一に肺炎を考えていた。しかし，頻回に
繰り返す肺炎様症状と亜急性の経過から，特発性器質化肺炎（COP）
も鑑別として考えたい。その場合，X線あるいはCT画像上で，COP
を考え得るような所見があるかどうか。」
例えば，このような症例で画像所見をどうとらえていくべきでしょ

うか。本特集では，「鑑別のトップではないが，病歴と診察や通常検査
から可能性として考えておきたい診断」あるいは「画像にて鑑別可能
かどうか気になる疾患」について述べていただくなかで，専門家の思
考回路，専門家はここをみているといったエッセンスのご教示をお願
いしました。ホスピタリストに向けた画像特集の第一弾としてお届け
いたします。
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